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低所得者への
給付金支給を

物価高騰で困っている
すべての区民・中小業者に届く支援を
物価高騰で困っている
すべての区民・中小業者に届く支援を

2月からエアコン設置助成実施（低所得・高齢者世帯）2月からエアコン設置助成実施（低所得・高齢者世帯）

若者、子育て世帯
への家賃助成を

　第４回区議会定例会で、熱中症
対策として低所得者や高齢者世帯へ
のエアコン設置助成の補正予算が計
上されました。日本共産党区議団は、
７年以上前から提案してきました。
　東京都のゼロ
エミ事業と併用す
れば、18万円ま
で助成が受けられ
ます。

●●手続きの流れ
①区の窓口に申し込む。
②区が、申請者のエアコンの状況
を確認し、認定書を交付。
③認定書をもって、指
定販売店で助成額
を引いた額で購入。

●●対象
①住民税非課税または児童扶養手当受給
世帯

②65歳以上の世帯で年間所得135万円以
下の世帯

③上記で、エアコンが無いか効かない場合
●●助成額
１０万円まで(設置工事費用も含む)

介護・障がい者福祉従事者への
処遇改善助成実現
介護・障がい者福祉従事者への
処遇改善助成実現

　介護職員の賃金は、全産業平
均より月8万円も低く、区内でも
人材不足や必要な介護が受けら
れない事態の原因となっています。
　住民からは国に対して、処遇
改善を求める請願が出され、党
区議団も毎議会で、区独自の支
援を求めてきました。

普通 10%
とても苦しい

20%

9割が、
以前から
経営難

9割が、
以前から
経営難

9割が、
以前から
経営難

党区議団の訪問介護事業所アンケートより

国の訪問介護報酬引き下げの影響

党区議団は、すべての公共施設と学校トイレでの、生
理用品の無償配布を求めてきました。
区は、10月～12月に、図書館、社会教育館、スポー
ツ施設など22か所の公共施設で無償配布の実証実験を
行っており、この結果をもとに、持続可能な方法での実
施を検討しています。

医療機関が物価高騰、働く職員の処遇の改善
に適切に対応し、事業が継続できるように、診療
報酬の引き上げ改定や国による緊急的な財政支援
を行うこと。

区議会は、渋谷社会保障推進協議会から提出され
た医療機関への支援を求める請願を多数で採択（維
新は反対）し、国に意見書を提出しました。

生理の貧困解消へ生理の貧困解消へ生理の貧困解消へ生理の貧困解消へ生理の貧困解消へ生理の貧困解消へ医療機関の維持存続への支援を
国に求める請願を採択

意見書の要望項目

区内の主任介護支援
専門員の話
区内の主任介護支援
専門員の話
介護現場は、低賃金と
困難事例への対応などで、
深刻なヘルパー不足です。
区独自の支援は、がんばっ
ている介護従事者への大
きな激励です。

苦しい 70%

住民の運動と日本共産党区議団で実現

変わらない
33% 悪化した

67%

報酬引き下げ前の経営状態 報酬引き下げ後の経営状態

左から、牛尾まさみ、田中まさや、いがらし千代子の各議員

2026年度から
、

区独自で

すべての公共施設・学校トイレで無償配布を

国の交付金も活用して…

紙のクーポン券や
お米券の支給を



教員の増員と30人以下学級の実現
就学援助の拡大など、子どもの貧困対策

不登校、いじめ対策の強化
小中学校給食無償化の私立、国立、不登校児への拡大

小中学校の副教材、修学旅行（移動教室）費、制服代の無償化
高校・大学生等の給付制奨学金の創設

保育士の配置基準や面積基準の引き上げなど保育の質の改善

31.5％

22.5％

22.1％

26.1％
30.1％

22.5％

樹木を増やし、公園などの樹木を適切に管理する
区有施設での自然・再生エネルギーの活用

ゴミの分別回収など3R（減量、再利用、再使用）の強化
民間住宅の太陽光等の自然エネ発電設置や省エネ改修工事への助成

39.4％

14.0％

23.4％
22.2％

保育、介護、障がい者福祉の職場で働く人の賃金引き上げの支援
区内中小事業者に、賃金引き上げの助成制度を創設

区で働く非正規雇用を正規に
区の発注した事業で働く人の最低賃金を大幅に引き上げる

43.0％

16.0％

21.3％
17.6％

区民の財産を、民間事業者の利益のために使うべきではない
まちづくりは、安心して住み続けられるよう住民の声を尊重すべき

教育環境や住環境を悪化させる再開発は中止すべき
家賃や固定資産税の値上がりを誘発し、住み続けられなくなるので反対

53.3％

20.9％

４3.3％
37.7％

いのち、くらし最優先、住民の声を届けますいのち、くらし最優先、住民の声を届けます
　日本共産党渋谷区議団がとりくんだアンケートでは、
くらしが「苦しい」が74％。物価高騰対策など、いの
ちとくらしを守る区政本来の役割を求める切実な声が多
く寄せられました。
　党区議団は、いただいた願いの実現に全力をあげます。

●●１週間５千円だった買い物が、今は１万円では足
りなくなった。月10万円の年金では生活できな

い。年寄りは早く死ねということか。

●●病気をして入院となっても、金がないので治療費
は払えない。

●●すでに節約して暮らしています。これ以上節約で
きません。文化的な生活はできません。

●●ハチペイを利用する人は一部です。わかりやすい、
だれもが使える利用券を発行してほしい。困って

いる区民に寄り添うことが区政の役割です。

●●玉川上水旧水路緑道再整備は、住民の声が反映さ
れていない。すでに決められた物事を進めている

というだけのように見える。なぜ反対の声がある

のに無視するのか。

　日本共産党渋谷区議団は、「アンケート」に託して
いただいた声や、多くの団体からいただいた要望・
意見を、939項目にまとめた2026年度予算要望書を、
10月31日、長谷部区長に提出しました。

「２０２5 くらし・区政についてのアンケート」にご協力ありがとうございました「２０２5 くらし・区政についてのアンケート」にご協力ありがとうございました

区長に予算要望書提出区長に予算要望書提出

アンケートに寄せられたアンケートに寄せられた
区民の声区民の声

国保料引き下げ、低所得者などへの
電気代助成、区独自の給付金支給…

教員の増員と３０人以下学級の実現、
子どもの貧困対策、不登校、いじめ対策…

充実してほしい子育て・教育は…

渋谷区に求める物価高騰対策は…

国保料の引き下げ・子どもの均等割の無料化

低所得世帯・生活保護世帯への電気代とクーラー設置助成

低所得者や子育て世帯への独自の給付金支給

ハチペイを利用しない区民などにクーポン券支給

31.9％
29.0％
28.3％
23.6％

訪問介護事業所支援やヘルパーの確保

介護利用料の引き下げ

特別養護老人ホームの増設
高齢者世帯の見守りや支援の強化

地域包括支援センターの体制強化

43.1％
35.5％

31.9％
26.4％

22.8％

昨年に比べてくらし向きは…

良い状態で
変わらない 14.7%

その他 10.6%

苦しくなった
42.6%

苦しい状態で
変わらない 30.9%

良くなった
1.1%

(複数回答可)

(複数回答可)

訪問介護事業所・ヘルパーへの賃上げ助成、
介護利用料引き下げなど…

充実してほしい介護・高齢者福祉について…
敬老祝い金の復活を

敬老祝い金等の
復活

59.5％

余裕がない
48.1％

その他 7％
わからない 6.5%

削減はやむを得ない
27.0％

(複数回答可)

自然・再生エネルギーの活用、
公園などの樹木を増やす…

開発優先をやめ、環境対策と
住民の声を活かして…

●海外の都市は、道幅を広く、公園の植
栽や街路樹を増やしているのに、渋谷
はその逆。
●区道や神南小の空中権を民間業者に

安く売る計画には反対です。
●公園は「稼ぐ」のではなく適切に税金
を使いながら現状のまま維持管理しほ
しいです。

(複数回答可)

働き方について

まちづくりについて

地球温暖化対策、環境政策について

●会社は社員を減らし、ノルマを増やすので
サービス残業やストレスが増えてます。
●中小企業で働いていますが、赤字なので賃
上げなど望めません。政治の責任で何とか
してほしい。

アンケートの声

アンケートの声

(複数回答可)

(複数回答可)

19.6％

ケア労働者の処遇改善、
中小業者への賃上げ助成の実現を…

賃金とくらしについて
その他 5.3％

毎月赤字 26.0％

余裕がある 20.6%



建替準備委員会のアンケート結果
＜一貫教育と統廃合計画についての質問＞

　区は、「新しい学校づくり」整備方針で、猿
楽小学校と鉢山中学校、千駄谷小学校と原宿
外苑中学校、笹塚小学校と笹塚中学校をそれ
ぞれ統廃合して、小中一貫校にする計画です。
学校は、子どもの学びの場、地域コミュニティ・
防災の拠点です。住民の声を広く聞き、生かし
た学校施設整備が求められます。
　千駄谷小学校・原宿外苑中学校建替準備委
員会の保護者や住民へのアンケートでは、
統廃合・小中一貫校化に反対の声が多
数に上ることが明らかになりました。
　統廃合計画は中止すべきです。

不明 80.7%

賛成 6.2%

反対 13.1%

区民・利用者の声も聞かず幡ヶ谷社会教育館を廃止

　渋谷区は、利用者や区民の意
見をまったく聞かないで、６月末で
幡ヶ谷社会教育館を廃止する条例
を提案、区議会では日本共産党な
どが反対しましたが、与党が多数
で廃止を強行しました。
　利用者や住民から、「有料にな
ったら、活動で
きなくなる」と
の怒りの声が広
がっています。

　憲法と社会教育法で保障され
た、だれでも無料で社会教育活
動に参加する権利が奪われます。

●●代替施設を確保し、無料で活動でき
る場を保障する。
●●幡ヶ谷二丁目
施設（仮称）
にも、社会教
育法にもとづ
く施設を設置
する。

　区は、代替施設も建替え後の
幡ヶ谷二丁目施設(仮称)も「無
料で利用できるか検討中」とし
ており、有料化の可能性もあり
ます。

住民合意もなく、削減した駐輪場・バイク置場の確保も不明なのに…
玉川上水旧水路緑道再整備・初台緑道の工事契約を強行

　区は、7億2942万円余の玉川上水
旧水路緑道再整備工事(その７)請負
契約（初台緑道の新代々幡橋～代右
衛門橋、改正橋～伊東小橋～山手通
りの区間）を提案、日本共産党区議
団などが反対しましたが、与党が多数
で強行しました。
　この契約は、緑道内に設置するト
イレの場所について住民合意がないた
め、大幅な場所の変更もあり得ること
や駐輪場の台数も明らかにされておら
ず、住民も議会も軽視する大問題です。

●緑道全体を指定管理にして、営利追
及の場に
　現在のトイレの周辺をテラゾ舗装
の広場にして、キッチンカーなどの営
業が可能に。

●舗装材、ベンチ、車止めなど、高額なテ
ラゾ材に性能上の優位性なし。
●園路舗装材：17万円/㎡　

　　…インターロッキングの１７倍
●ベンチ：１基323万円
●車止め：１基33万円余
●区間の53％の樹木伐採で自然破壊
●中木100本、低木340本伐採し、ほ
とんど廃棄。

アンケートでは、一貫教育や統廃合
計画に賛成は６％、不明８０% ●●歴史ある千駄谷小学校をなくす

のは反対。
●●２校を一体にすると狭くなるの
では。
●●小中一貫教育や一貫校が必要

なのか疑問。

区長の独断で巨額の税金投入･･･直ちに中止を

日本共産党区議団の提案

社会教育の責任投げ捨て許さない!  復活を社会教育の責任投げ捨て許さない!  復活を社会教育の責任投げ捨て許さない!  復活を

保護者・住民のアンケートでは、計画に反対が賛成の倍に
住民の声を尊重し、学校統廃合による小中一貫校計画は中止を住民の声を尊重し、学校統廃合による小中一貫校計画は中止を住民の声を尊重し、学校統廃合による小中一貫校計画は中止を

アンケートに寄せられた声

幡ヶ谷社会教育館の廃止で…

現
在
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レ
。
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住
民

合
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幡ヶ谷社会教育館を復活し…


